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所沢市議会－おもな内容－

◆９月定例会のおもな内容 ････････････････････････････Ｐ2～4
◆市政に対する一般質問、市議会だよりアンケート調査･･･Ｐ5～9
◆閉会中の議会活動 ほか････････････････････････････････Ｐ10
◆特集　広聴広報キャラクター名が決定しました ･･････････Ｐ11
◆議会報告会開催のお知らせ ほか････････････････････････Ｐ12

命名！「 みみ丸 」！！
（11ページをチェック！）
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議
案
審
査
の

　
お
も
な
内
容

平成27年
第 3回
定例会

９月	 １日	 本会議	 提案理由の説明、議案説明

	 ３日	 本会議	 議案質疑

	 ４日	 委員会	 四常任委員会並行審査

	 ８日	 本会議	

	 ９日	 本会議	

	 10 日	 本会議	 市政に対する一般質問

	 11日	 本会議	

	 14 日	 本会議	

	 15 日	 委員会	 健康福祉常任委員会

	 	 	 建設環境常任委員会

	 24日	 本会議	 常任委員長報告・質疑

	 25日	 本会議	 討論・採決

９月定例会の流れ

議案第 75 号

平成 27 年度所沢市一般会計補正
予算（第 5号）
民設民営による放課後児童健全育
成事業導入事業
付　託：健康福祉常任委員会
事業費：657万9千円

（平成28年度債務負担行為）
内　容：児童クラブにおいて施設
の狭あい化が喫緊の課題となって
いるため、供給量が不足する小学
校区等での一施策として、平成28
年度から民設民営による児童クラ
ブの事業委託を実施するため、今
年度中に事業者の選定を行う。
問　他市の民設民営の児童クラ
ブにて行われている自主事業は。
答　例としては、延長保育、送
迎サービス、学習支援というとこ
ろが多いと認識している。

市役所１階のマイ
ナンバー相談窓口

児童クラブ（第二
所沢）

所沢市個人番号の利用及び特定個
人情報の提供に関する条例の制定
付　託：総務経済常任委員会
内　容：行政手続における特定の
個人を識別するための番号の利用
等に関する法律の施行に伴い、個
人番号の利用及び特定個人情報の
提供に関する必要な事項につい
て、条例で定める。
問　個人番号の利用における市
の独自性の位置づけは。

答　法の中で、社会保障、税、防災
の分野で、個人番号を利用、提供で
きると定められている。その範囲以
外の事務では、この条例で定めない
限り利用できないため、ある部分で
は利用でき、ある部分では紙で対応
することになる。

企業誘致パンフ
レット

平成 27 年度所沢市一般会計補正
予算（第 5号）
企業立地奨励金交付事業
付　託：総務経済常任委員会
事業費：4,757万円
内　容：市内に工場等を立地する
事業者に対し、奨励金を交付す
る。

問　事業縮小による奨励金の返

還の規定を設ける予定は。

答　交付期間の３年間を過ぎ、

10年を経過するまでの間、事業の
休止や廃止をしたときは返還を求
めていくこととなるが、縮小の場
合は、市内での継続操業が地域経
済にとっても有効であることから、
返還の規定は考えていない。

議案第 79 号 議案第 75 号

? 決算関係の議案については、閉会中の決算特別委員会（次ページ参照）で審査を行うため、継続審査となりました。

市長提出議案	 補 正 予 算	 ４件
	 条 例 関 係	 ６件
	 決算認定等	 10件
	 そ　の　他	 4件
議員提出議案	 	 ３件

（決算関係の議案を除く全ての議案が可決 ?）

市　長　提　出　議　案
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議　員　提　出　議　案 請　願

? 太陽光発電や省エネの徹底などを通じ、エネルギーの地産地消モデルを全国に発信する県の事業です。
当市は平成 27 年６月に事業実施モデル「展開エコタウン」に選定され、松が丘地区が重点実施街区となっています。

議案第 75 号

防犯灯

平成 27 年度所沢市一般会計補正
予算（第 5号）
防犯灯補助事業
付　託：建設環境常任委員会
事業費：835万7千円
内　容：当初予算にて、自治会、
町内会等が管理する防犯灯に対す
る補助金を増額し、LED照明灯へ
の切り替えを促進しているが、当
初の予定を大きく上回る補助申請
があったため、不足分について増
額を行う。
問　防犯灯を多く所有している
自治会への今後の対策は。
答　今年度は一律10灯を上限と
したが、自治会によって所有灯数
に違いがあるため、来年度は、現
在行っている自治会等への意向調
査や保有灯数等を配慮し、上限灯
数等を考えていきたい。

議案第 75 号

対象施設となる、
吾妻まちづくりセン
ター（上）、吾妻保
育園（下）

平成 27 年度所沢市一般会計補正
予算（第 5号）
電力ピークカット等蓄電池実証事業
（埼玉エコタウンプロジェクト ?関連
事業）
付　託：建設環境常任委員会
事業費：3,750万円
内　容：公共施設に蓄電池を設置
し、消費電力の効率的なピークカ
ット等を行うとともに、災害用の
緊急用電源として活用するための
実証実験を行う。
問　平成28年度に実証実験をす
ることも踏まえ、今後の事業展開
は。
答　実証事業の結果データはな
るべく細かく公表し、蓄電・蓄エ
ネの参考となるようにするととも
に、市での施設改修の際の参考と
するなどして、設置の推進を図っ
ていきたい。

議案第 75 号

小手指中学校

平成 27 年度所沢市一般会計補正
予算（第 5号）
英語教育強化事業
付　託：市民文教常任委員会
事業費：20万円
内　容：小・中学校における英語
教育を強化するため、外部専門機
関と連携した研修を上新井小学校
および小手指中学校にて行い、教
員の指導力、英語力の向上を図る。

問　研修の実施方法は。
答　東京学芸大学の２名の教授か
ら事前研修を受け、指導の工夫と
改善に取り組み、また各学校で２
回の研究授業を行い、研究の成果
を発表する。研修発表当日にも２名
の教授から指導、助言をいただく。

議員提出議案第７号

議員提出議案第８号

急性期医療供給体制の整備充実を
求める意見書

認知症への取り組みの充実強化に
関する意見書

※意見書の全文は、市議会ホーム
ページの「議決の概要」から「議
員提出議案」をご覧ください。

議員提出議案第６号 請願第２号

請願第 3 号

決算特別委員会の設置について 狭山丘陵・三ヶ島 2丁目に造成予
定の墓地計画は、所沢では前例の
ない盛土・急斜面地であり、崩落
の危険性に関する斜面災害の専門
家による調査報告を、所沢市が十
分精査し吟味することを求める件

決算特別委員会

両立支援の充実を求める請願

◎杉田忠彦（至誠自民クラブ）
○石本亮三（民主ネットリベラルの会）
　荒川　広（日本共産党）
　大石健一（自民クラブ）
　福原浩昭（公明党）
　中　毅志（自由民主党・無所属の会）
　大館隆行（自由民主党・無所属の会）
　秋田　孝（至誠自民クラブ）

付　託：健康福祉常任委員会
提出者：杉田 まどかさん（久米） 
ほか241名
結　果：採択

平成26年度一般会計、各特別会計、
各事業会計の歳入・歳出予算の執
行実績を確認し、内容を審査するた
め、決算特別委員会（定数８人）を設
置しました。今定例会で付託された
議案１件および決算認定９件を定例
会終了後に審査します。

付　託：建設環境常任委員会
提出者：公益財団法人 トトロのふ
るさと基金　安藤 聡彦さん（三ケ
島）ほか3名
結　果：趣旨採択

文中の ? は、
下欄に説明が
あるよ！

◎…委員長　○…副委員長
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本会議において賛否が分かれた審議結果　[平成 27 年第 3回定例会 ]

※掲載されていない議案は全会一致で可決しました。議員提出議案（3 件）を含む全審議結果（17 件）は市議会ホームページ「議会の審議情報」をご覧ください。

○：賛成　×：反対

議案に賛成・反対します討
論

平成 27年度所沢市一般会計補正予算（第５号）

【東部クリーンセンター長期包括管理運営方針調
査事業】

●実施自治体が非常に少なく、実施期間が浅いことか
ら、そのメリット、デメリットも明らかにされておら
ず、また緊急時の対応や責任所在の範囲の明確化等の課
題も出ている。調査事業の必要性を判断するには、その
材料となる資料等が非常に不十分と言わざるを得ない。
【民設民営による放課後児童健全育成事業導入事業】
●企業で行う事業に市が補助金を出すことに疑問が残
る。さらに、もうけを考え、自主事業を行うことで競争
が起き、本来の放課後児童育成事業とは異なるおそれも
ある。緊急事態なのであれば、これまで行ってきた公設
民営での児童クラブを充実させるため、空き教室などの
活用を広く進めることを求める。

【東部クリーンセンター長期包括管理運営方針調
査事業】

●管理運営委託導入の可能性を調査、検討することは、廃棄
物処理施設の安定した質の高い施設運営のみならず、民間の
創意工夫を引き出すことによる効率性が得られ、また費用の削
減や平準化といった大きな効果も得られ、高く評価できる。
【民設民営による放課後児童健全育成事業導入事業】
●特に住宅開発が進む地区の児童クラブの狭あい化が喫緊
の課題となっていることから、緊急的な措置であるとのこと
で、来年度に向け、早急に整備を進めていただきたい。
●条例にのっとった運営が委託の条件とされており、市
の児童クラブ入所のしおりにも掲載されることから、市
民が安心して利用できる。児童クラブの環境改善に対す
る方策として評価できる。

所沢市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例制定について
所沢市個人情報保護条例の一部を改正する条例制定について
所沢市税条例の一部を改正する条例制定について
所沢市手数料条例の一部を改正する条例制定について

●10月からの番号通知後、来年１月から税金事
務、雇用保険などの事務で使用する計画であり、

顔写真入りの個人番号カードを希望者に発行し、身分証
明書として使える便利さを売り込むが、他人に見せては
ならないマイナンバーを持ち歩くことは、個人情報の保
護にとってはマイナスである。
改定法は、民間分野への拡大を盛り込んでいるが、範囲
を広げるほど、情報漏れのリスクは高まる。また、通知
カードが施設入所中の高齢者など200万世帯以上に届かな
い問題も判明している。内閣府の調査では、マイナン
バーの内容を知らない人が半数以上であり、国民の支持
や理解が広がらない制度を急ぐ必要はなく、延期しても
国民には何ら不利益はない。マイナンバーは実施中止の
決断をすることこそ必要である。

●個人番号制度の市民理解が進んでおらず、生活へ
の影響、メリット、デメリットを説明していく必要が高

まっている。また悪徳詐欺の増大も懸念されることから、市民
を守る視点で、説明、広報周知を要望する。また、今後、民間
機関との連携が想定されており、人的ミスによる漏えいリスク
が懸念されている。早急に、庁内の横断的なセキュリティ強化
対策を講じる体制構築に取りかかることを要望する。
●個人情報の利用は番号法で規定、制限される。また分散管
理が行われ、情報の照会提供は行政専用回線を利用の上、
通信は暗号化され、セキュリティ対策も強化されている。
この制度は社会保障や税制度の効率性、透明性を高め、
市民にとっても利便性の高い、公平公正な社会を実現す
るための制度であり、この国の将来を考えると、その活
用の効果ははかり知れない。

※討論は一部の要旨を掲載しています。閉会中もインターネットで録画中継が視聴できますので、ぜひご利用ください。

議案
番号

議　案　件　名 付託委員会

自由民主党・無所属の会 公明党 至誠自民クラブ 日本共産党
民主ネット 
リベラルの会

維新
の党

自
民
ク
ラ
ブ

結果粕
谷
不
二
夫

青
木
　
利
幸

石
原
　
　
昂

入
沢
　
　
豊

近
藤
　
哲
男

中
　
　
毅
志

大
館
　
隆
行

松
本
　
明
信

越
阪
部
征
衛

福
原
　
浩
昭

植
竹
　
成
年

亀
山
　
恭
子

吉
村
　
健
一

西
沢
　
一
郎

村
上
　
　
浩

荻
野
　
泰
男

杉
田
　
忠
彦

浅
野
美
恵
子

桑
畠
　
健
也

中
村
　
　
太

秋
田
　
　
孝

矢
作
い
づ
み

荒
川
　
　
広

城
下
　
師
子

小
林
　
澄
子

平
井
　
明
美

島
田
　
一
隆

末
吉
美
帆
子

石
本
　
亮
三

赤
川
　
洋
二

松
崎
　
智
也

谷
口
　
雅
典

大
石
　
健
一

第 75 号 平成 27 年度所沢市一般会計補正予算（第 5 号） 総・健 ･ 市・建 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（ 

議
　
長 

）

○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第 79 号
所沢市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条
例制定について

総務経済 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第 80 号 所沢市個人情報保護条例の一部を改正する条例制定について 市民文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第 81 号 所沢市税条例の一部を改正する条例制定について 総務経済 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第 82 号 所沢市手数料条例の一部を改正する条例制定について 市民文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
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一般質問
ここが気になる

9月定例会では、25人の議員が
一般質問を行いました。

教　育

学
校
教
職
員
の
多
忙
感
の
軽
減
を

自由民主党・
無所属の会

質 問 者

近藤　哲男
	 議員

　

学
校
教
職
員
の
多
忙

感
の
軽
減
の
た
め
校
務

支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入

の
準
備
が
着
々
と
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
場

合
、
学
校
に
お
い
て
教
職
員
の
校
務
は
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
。
教
職
員
の
負
担
軽

減
に
な
る
こ
と
や
新
た
に
で
き
る
こ
と
は
。

学
校
教
育
部
長
　
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
活
用

内
容
は
、
学
校
日
誌
や
出
席
簿
、
校
内
で
の
連

絡
、
行
事
予
約
な
ど
の
電
子
化
、
ま
た
１
回
の

入
力
で
児
童
・
生
徒
の
成
績
管
理
、
通
知
表
、

指
導
要
録
な
ど
を
関
連
し
て
作
成
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
シ
ス
テ
ム
を
有
効
活
用
す
る
こ
と

で
、
各
学
校
で
は
一
番
忙
し
い
学
期
末
に
子
ど

も
と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
が
期
待
で
き
る
。

行　政

地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

現
状
分
析
と
将
来
展
望

日本共産党

質 問 者

荒川　　広
	 議員

　

地
方
自
治
体
は
、
地

方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
地

方
版
総
合
戦
略
を
今
年

度
中
に
策
定
す
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
。
当
市
の
人
口
動
向

の
現
状
分
析
、
人
口
の
将
来
展
望
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

経
営
企
画
部
長
　
本
市
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
策

定
途
中
だ
が
、
現
時
点
で
分
析
で
き
て
い
る
と

こ
ろ
で
は
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
け
る
将
来
人

口
推
計
で
は
、
平
成
72
年
（
２
０
６
０
年
）
の

時
点
で
約
24
万
２
千
人
と
な
り
、
現
人
口
34
万

３
，
１
７
５
人
の
７
割
程
度
に
な
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。
年
少
人
口
や
生
産
年
齢
人
口

（
15
歳
か
ら
64
歳
）
は
既
に
減
少
局
面
に
入
っ

て
お
り
、
高
齢
化
率
は
平
成
72
年
に
は
約
35
％

に
な
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
お
り
、
年
齢
構
成

の
バ
ラ
ン
ス
に
変
化
が
生
じ
て
く
る
。

街づくり

東
所
沢
駅
お
よ
び

そ
の
周
辺
に
つ
い
て

自由民主党・
無所属の会

質 問 者

松本　明信
	 議員

　

東
所
沢
駅
周
辺
の
都

市
計
画
上
の
用
途
地
域

の
変
更
は
か
な
り
難
し

い
も
の
が
あ
る
と
思
う

が
、
現
時
点
で
検
討
し
て
い
く
つ
も
り
が
あ
る

の
か
。

街
づ
く
り
計
画
部
長
　
所
沢
市
街
づ
く
り
条
例

に
基
づ
く
開
発
事
業
等
に
よ
り
土
地
利
用
の
動

向
等
も
確
認
し
て
い
る
が
、
用
途
地
域
の
見
直

し
の
考
え
方
か
ら
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
現
状
で

の
変
更
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
が
、
土
地
利

用
の
状
況
に
応
じ
て
、
用
途
地
域
の
変
更
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

▲東所沢駅

財　政

財
政
状
況
の
周
知
等
に
つ
い
て

自由民主党・
無所属の会

質 問 者

石原　　昂
	 議員

　

納
税
に
来
た
方
な
ど

に
市
の
財
政
状
況
の
解

説
資
料
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
を
渡
し
て
、
財

政
や
納
税
へ
の
理
解
に
つ
な
げ
て
み
て
は
ど
う

か
。
収
納
率
な
ど
の
改
善
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

財
務
部
長
　
市
と
し
て
は
、
納
税
に
当
た
り
、

口
座
振
替
を
推
奨
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ま
ず
は
口
座
振
替
等
を
推
進
す
る
た
め
の
案
内

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
と

併
せ
、
財
政
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
も
さ
ら
に

充
実
さ
せ
、
お
知
ら
せ
す
る
方
法
や
場
所
、
媒

体
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

街づくり

西
所
沢
駅
西
口
改
札

進
捗
状
況
は

自由民主党・
無所属の会

質 問 者

入沢　　豊
	 議員

　

９
月
の
市
の
広
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
西
所

沢
駅
西
口
開
設
整
備
計

画
案
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
結
果
お
よ
び
本
計
画
の
策
定
が
掲
載

さ
れ
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
の
詳

細
、
ま
た
、
結
果
を
踏
ま
え
て
何
ら
か
の
修
正

が
あ
っ
た
の
か
。

市
民
部
長
　
今
回
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手

続
で
は
27
名
の
方
か
ら
40
件
の
意
見
が
提
出
さ

れ
た
が
、
本
整
備
計
画
案
の
内
容
の
修
正
を
必

要
と
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
本
計
画
案
は
、

警
察
や
埼
玉
県
等
の
関
係
機
関
と
の
協
議
結
果

や
意
見
交
換
会
の
結
果
等
を
受
け
て
作
成
し
て

お
り
、
今
回
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
の

結
果
等
を
踏
ま
え
、
本
年
８
月
19
日
付
で
原
案

ど
お
り
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

福　祉

介
護
予
防
に
音
楽
療
法
を

至誠自民
クラブ

質 問 者

浅野美恵子
	 議員

　

音
楽
療
法
は
人
間
の

脳
や
心
に
働
き
か
け
、

個
人
指
導
に
よ
る
日
常

生
活
の
機
能
や
精
神
的

な
健
康
度
が
改
善
さ
れ
て
い
る
事
例
も
あ
り
、

集
団
指
導
で
も
認
知
症
予
防
な
ど
効
果
が
あ
る

よ
う
で
あ
る
。
現
在
行
っ
て
い
る
市
の
介
護
予

防
事
業
の
中
に
音
楽
療
法
も
取
り
入
れ
る
こ
と

を
提
案
す
る
が
、
部
長
の
見
解
は
。

<

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く>

質問は各議員の多くの質問項目中、１項目だけが掲載されています。すべての質問項目は市議会 HP でご覧いただけます。
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福
祉
部
長
　
市
内
に
は
音
楽
療
法
を
実
施
し
て

い
る
介
護
保
険
施
設
も
あ
り
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
介
護
予
防
教
室
の
中
で

も
、
音
楽
療
法
を
取
り
入
れ
た
教
室
の
開
催
実

績
も
あ
る
。
今
後
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
展
す
る

中
で
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
で
実
施
す
る
介

護
予
防
事
業
の
充
実
を
図
る
た
め
に
も
、
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
、
音
楽
療
法
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

医　療

国
保
デ
ー
タ
の
活
用

市
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を

民主ネット
リベラルの会

質 問 者

石本　亮三
	 議員

　

本
市
で
は
国
民
健
康

保
険
の
医
療
費
削
減
と

い
う
こ
と
で
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
つ
い

て
は
、
５
億
円
以
上
の
削
減
効
果
が
あ
る
と
強

く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
今
後
は
他
の
数
字
に

つ
い
て
も
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
べ
き
だ

と
思
う
が
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

健
康
推
進
部
長
　
本
市
の
場
合
、
40
歳
か
ら
75

歳
未
満
の
特
定
健
康
診
査
に
加
え
、
30
歳
か
ら

39
歳
の
健
康
診
査
を
設
け
、
早
期
の
疾
病
予
防

対
策
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
受
診
率
は
低
い

状
況
に
あ
る
が
、
今
年
度
設
置
し
た
保
健
事
業

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
け
る
受
診
率
向
上

に
関
す
る
検
討
結
果
も
踏
ま
え
、
実
際
の
効
果

を
わ
か
り
や
す
い
形
で
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

行　政

給
与
制
度

責
任
と
処
遇
の
不
均
衡
の
解
消
を

維新の党

質 問 者

松崎　智也
	 議員

　

本
市
で
は
本
給
に
対

し
て
一
律
を
掛
け
て
管

理
職
手
当
を
出
し
て
い

る
が
、
本
来
の
管
理
職

手
当
の
趣
旨
は
、
そ
の
責
任
の
重
み
、
仕
事
内

容
に
対
し
て
出
て
い
る
も
の
な
の
で
、
本
給
や

勤
務
年
数
な
ど
を
考
慮
せ
ず
、
今
後
は
役
職
で

一
律
に
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長
　
平
成
26
年
の
給
与
実
態
調
査
に
よ

る
と
県
内
40
市
中
既
に
35
市
が
定
額
化
を
実
施

し
て
お
り
、
当
市
と
し
て
も
定
額
化
へ
の
変
更
の

必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。
職
員
団
体
と
協
議

す
る
必
要
も
あ
る
が
、
第
５
次
行
政
改
革
大
綱

に
も
実
施
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、
早
急
に
定
額

化
を
実
施
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

街づくり

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
は

所
沢
の
未
来
像
に
な
る
か

自由民主党・
無所属の会

質 問 者

中　　毅志
	 議員

　

生
活
サ
ー
ビ
ス
等
を

一
つ
の
エ
リ
ア
に
ま
と

め
一
極
に
す
る
の
で
は

な
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
性

格
に
応
じ
て
市
内
に
複
数
の
中
心
的
な
エ
リ
ア

を
ま
と
め
て
い
く
、
都
市
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
と

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
発
想
で
あ
る
多
極

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
考
え
方
が
期
待
さ
れ
る
。

今
後
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
こ
の
手
法
を
適

用
す
る
の
か
。

街
づ
く
り
計
画
部
長
　
現
在
、
市
で
は
Ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｌ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
構
想
?
や
地

域
経
済
活
性
化
の
た
め
の
土
地
利
用
転
換
の
推

進
な
ど
の
施
策
を
進
め
て
お
り
、
多
極
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
型
を
取
り
入
れ
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

の
視
点
を
踏
ま
え
、
関
係
部
署
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
市
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

医　療

無
料
低
額
診
療
を公

立
医
療
機
関
で

日本共産党

質 問 者

矢作いづみ
	 議員

　

無
料
低
額
診
療
は
所

得
の
低
い
方
が
無
料
ま

た
は
低
額
で
受
診
を
で

き
る
と
い
う
取
り
組
み

で
あ
る
。
格
差
と
貧
困
、
非
正
規
雇
用
の
広
が

り
の
中
で
、
公
的
医
療
機
関
で
の
実
施
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
事
務
部
長
　
無
料
低
額
診

療
事
業
を
行
っ
て
い
る
埼
玉
県
内
の
医
療
機
関

は
25
施
設
あ
る
が
、
自
治
体
病
院
で
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
現
在
、
市
民
医
療
セ
ン

タ
ー
で
は
、
地
域
医
療
へ
の
貢
献
、
在
宅
医
療

を
行
う
な
ど
、
公
的
医
療
機
関
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
現
状
の
重
要
課
題
と
捉
え
て

い
る
た
め
、
本
事
業
の
資
格
取
得
に
つ
い
て
は

考
え
て
い
な
い
。

防　災

災
害
時
の
水
の
確
保

「
水
缶
」
の
導
入
に
つ
い
て

民主ネット
リベラルの会

質 問 者

島田　一隆
	 議員

　

防
災
備
蓄
の
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
長
期

保
存
が
で
き
る
水
缶
を

製
造
・
販
売
し
て
い
る

神
奈
川
県
横
浜
市
の
よ
う
に
新
し
い
事
業
を
起

こ
し
、
市
民
の
安
全
と
水
道
事
業
の
収
益
増
を

図
っ
て
は
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

上
下
水
道
事
業
管
理
者
　
横
浜
市
で
は
製
造
原

価
と
販
売
経
費
等
を
合
わ
せ
る
と
収
益
等
は
ほ

と
ん
ど
生
じ
て
い
な
い
と
聞
い
て
お
り
、
収
益

を
目
的
と
し
た
水
缶
の
製
造
販
売
に
つ
い
て
は

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。
災
害
時
の
飲
料

水
と
い
う
観
点
か
ら
の
家
庭
の
災
害
備
蓄
用
の

水
缶
に
つ
い
て
は
、
危
機
管
理
部
門
の
方
針
等

も
あ
る
た
め
、
今
後
そ
う
い
っ
た
部
署
と
協
議

す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

▲横浜市の水缶（横浜市HPより）

産　業

農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
力
の
認
知
向
上

芋
煮
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

自民クラブ

質 問 者

大石　健一
	 議員

　

所
沢
産
里
芋
の
市
民

へ
の
認
知
度
も
こ
こ
10

年
間
で
上
昇
し
て
き
た

と
実
感
し
て
い
る
。
さ

ら
な
る
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
力
の
認
知
向
上
に
向

け
、
芋
煮
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
所
沢
で
も
実
施

し
て
発
信
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
民
間
団
体
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
対
し
て
実

施
を
促
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

? COOL JAPAN FOREST 構想・・・株式会社 KADOKAWA が旧所沢浄化センター跡地に建設する工場を拠点とし、公共貢献施
設を含めた東所沢地区を中心とする人と自然と文化が調和した街づくりを目指すものです。
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産
業
経
済
部
長
　
所
沢
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
の

認
知
度
向
上
に
つ
い
て
は
、
各
農
業
団
体
に
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
て
い
る
。

芋
煮
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
お
こ
し
や

商
店
街
の
活
性
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
合
い

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
機
会
を
捉
え
て
関
連
団
体

に
ア
イ
デ
ア
を
紹
介
す
る
な
ど
の
働
き
か
け
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▲里芋

街づくり

狭
山
湖
周
辺
道
路

凸
凹
解
消
等
に
つ
い
て

維新の党

質 問 者

谷口　雅典
	 議員

　

狭
山
湖
周
辺
の
砂
利

道
を
含
め
て
一
帯
が
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と

し
て
も
非
常
に
人
気
が

あ
り
、
市
内
だ
け
で
な
く
市
外
か
ら
も
多
く
の

方
々
が
訪
れ
る
場
所
で
あ
る
。
今
後
は
、
長
雨

や
豪
雨
が
あ
っ
て
も
、
普
通
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
と
し
て
歩
け
る
状
態
に
維
持
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
今
後
の
方
針
は
。

建
設
部
長
　
当
該
道
路
は
、
散
策
に
よ
り
自
然

を
楽
し
ん
で
い
る
方
々
が
見
受
け
ら
れ
、
市
と

し
て
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
利
用
し

て
い
る
。
今
後
は
、
現
在
の
自
然
環
境
に
で
き

る
だ
け
影
響
を
及
ぼ
さ
ず
、
長
雨
時
等
に
も
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
で
き
る
よ
う
な
配
慮
を
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
、
路
面
等
の
補
修
工
事
を
対
応
し

て
い
る
東
京
都
に
も
伝
え
、
い
ろ
い
ろ
意
見
交

換
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

教　育

二
次
元
カ
ラ
ー
コ
ー
ド
を
利
用
し
た

図
書
館
運
営
に
つ
い
て

公明党

質 問 者

植竹　成年
	 議員

　

北
海
道
幕
別
町
は
二

次
元
カ
ラ
ー
コ
ー
ド
?

を
活
用
し
た
画
期
的
な

蔵
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を

全
国
で
初
め
て
導
入
し
、
蔵
書
点
検
の
効
率
化

が
実
現
し
、
休
館
日
が
な
く
な
る
な
ど
利
用
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
が
実
現
し
た
。
メ
リ
ッ
ト

が
非
常
に
多
い
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
向

け
た
検
討
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

教
育
総
務
部
長
　
二
次
元
カ
ラ
ー
コ
ー
ド
に
つ

い
て
は
、
複
数
資
料
の
一
括
認
識
や
認
識
範
囲

の
広
さ
な
ど
従
来
の
バ
ー
コ
ー
ド
等
に
な
い
特

徴
を
備
え
て
い
る
が
、
防
犯
効
果
が
見
込
め
な

い
こ
と
や
導
入
し
て
い
る
図
書
館
が
全
国
的
に

少
な
い
こ
と
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
的
な
完
成
度
な

ど
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
現
時
点
で

の
導
入
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

▲北海道幕別町の
　図書館

福　祉

音
声
変
換
器
の
導
入
は

民主ネット
リベラルの会

質 問 者

末吉美帆子
	 議員

　

本
市
で
は
手
話
通
訳

の
配
置
は
努
力
し
て
い

る
が
、
聴
覚
障
害
者
の

中
に
は
手
話
が
話
せ
な

い
方
も
い
る
。
現
在
、
要
約
筆
記
が
併
用
さ
れ

て
い
る
が
、
話
す
ス
ピ
ー
ド
に
追
い
つ
い
て
お

ら
ず
、
そ
の
場
の
状
況
を
共
有
し
き
れ
な
い
も

ど
か
し
さ
を
感
じ
る
。
技
術
革
新
著
し
い
音
声

変
換
技
術
等
を
活
用
し
改
善
で
き
な
い
か
。

福
祉
部
長
　
音
声
変
換
器
に
つ
い
て
は
、
聴
覚

障
害
者
以
外
の
方
に
も
便
利
な
も
の
で
あ
り
、

変
換
技
術
も
日
々
進
化
し
実
用
性
が
高
く
な

っ
て
き
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
ま
だ
ま

だ
誤
変
換
や
導
入
コ
ス
ト
面
の
問
題
も
あ
る
た

め
、
引
き
続
き
情
報
収
集
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

教　育

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
を

総
合
案
内
の
場
に

自由民主党・
無所属の会

質 問 者

越阪部征衛
	 議員

　

生
涯
学
習
推
進
セ
ン

タ
ー
で
総
合
案
内
の
場

と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

実
践
活
動
や
セ
ン
タ
ー

で
発
行
し
て
い
る
「
翔
び
た
つ
ひ
ろ
ば
」
、
公

民
館
や
出
先
機
関
の
い
ろ
い
ろ
な
便
り
、
案

内
、
行
事
等
を
集
め
、
市
民
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
ら
な
い
か
。
ま
た
、
市
民
の
総
合
案
内

役
を
育
成
・
支
援
が
で
き
な
い
か
。

教
育
長
　
市
に
関
す
る
情
報
は
、
歴
史
、
文

化
、
産
業
、
行
政
な
ど
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る

こ
と
か
ら
、
全
て
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
こ

と
は
大
変
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
「
翔
び
た
つ
心

応
援
し
ま
す
」
を
合
い
言
葉
に
、
行
政
各
機
関

の
連
携
、
市
民
活
動
や
大
学
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
や
、
生
涯
学
習
情
報
の
発
信
と
共
有
化
を
さ

ら
に
推
進
し
、
生
涯
学
習
支
援
の
か
な
め
石
と

し
て
の
役
割
を
担
う
べ
く
、
生
涯
学
習
推
進
セ

ン
タ
ー
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

行　政

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に

市
民
の
声
を

日本共産党

質 問 者

城下　師子
	 議員

　

公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
の
策
定
に
あ
た

り
、
市
民
の
声
を
ど
う

反
映
さ
せ
て
い
く
の

か
。
今
後
の
本
市
の
公
共
施
設
の
あ
り
方
と
い

う
こ
と
で
は
、
も
っ
と
門
戸
を
開
い
て
声
を
反

映
さ
せ
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
い
か
が

か
。

市
長
　
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
総
務
省

の
通
知
に
は
指
針
と
し
て
記
載
す
べ
き
事
項
な

ど
が
詳
し
く
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
市
民
の

方
や
知
識
経
験
者
の
意
見
も
伺
い
、
本
市
の
地

域
特
性
を
考
慮
し
な
が
ら
、
上
位
計
画
で
あ
る

総
合
計
画
や
現
在
策
定
中
の
所
沢
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
な
ど
と
連
携
を
図

り
作
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

行　政

パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
事
務
に
つ
い
て

公明党

質 問 者

亀山　恭子
	 議員

　

埼
玉
県
は
市
町
村
に

積
極
的
に
パ
ス
ポ
ー
ト

の
交
付
事
務
の
権
限
委

譲
を
進
め
て
い
る
が
、

今
ま
で
受
託
し
な
か
っ
た
主
な
理
由
は
事
務
ス

ペ
ー
ス
が
な
い
こ
と
や
新
た
な
職
員
配
置
が
必

要
と
な
り
財
政
的
に
負
担
が
大
き
い
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
所
沢
支
局
を
借
用
す
る
こ

と
と
な
り
事
務
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
た
と
思
う

が
、
考
え
は
変
わ
ら
な
い
か
。

<

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く>

? 二次元カラーコード（カメレオンコード）･･･ バーコードや電子タグに代わる基盤技術。すべての書架と書籍に二次元カラーコード
を貼り付けて管理し、パソコンのウェブカメラを書籍と棚のコードにかざすと、書籍があるべき位置を瞬時に画面上で確認できます。
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経
営
企
画
部
長
　
今
年
度
、
埼
玉
県
か
ら
平
成

27
年
度
を
も
っ
て
所
沢
地
方
庁
舎
の
出
張
窓
口

を
閉
じ
る
方
針
で
あ
る
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
こ

と
、
平
成
28
年
度
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
所
沢
支
局
の
一

部
を
借
用
す
る
こ
と
と
な
り
事
務
ス
ペ
ー
ス
が

確
保
さ
れ
た
こ
と
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向

上
の
観
点
や
他
自
治
体
の
状
況
な
ど
総
合
的
に

検
討
し
た
結
果
、
28
年
度
に
市
役
所
内
で
パ
ス

ポ
ー
ト
窓
口
を
開
設
す
る
こ
と
と
し
、
現
在
そ

の
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

▲パスポート

行　政

女
性
活
躍
推
進
法

市
の
行
動
計
画
に
つ
い
て

民主ネット
リベラルの会

質 問 者

赤川　洋二
	 議員

　

女
性
活
躍
推
進
法
に

策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
特
定
事
業
主
行

動
計
画
に
つ
い
て
、
法

律
で
は
企
業
の
み
な
ら
ず
地
方
自
治
体
の
行
動

計
画
を
平
成
28
年
４
月
ま
で
に
策
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
策
定
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
プ
ロ
セ
ス
を
伺
い
た
い
。

総
務
部
長
　
平
成
28
年
４
月
ま
で
に
公
表
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
が
、
策
定
の
指
針
で
あ
る
行

動
計
画
策
定
指
針
や
中
小
規
模
の
自
治
体
を

想
定
し
た
計
画
策
定
例
が
国
か
ら
示
さ
れ
る
の

が
10
月
ご
ろ
と
聞
い
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
示
さ

れ
た
後
に
具
体
的
な
作
成
に
着
手
す
る
予
定
で

あ
る
。
地
方
公
共
団
体
は
地
域
企
業
の
模
範
と

な
る
計
画
と
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
関
係
部
署
等
と
も
連
携
し
て
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

行　政

地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
の

活
用
に
つ
い
て

至誠自民
クラブ

質 問 者

杉田　忠彦
	 議員

　

地
域
経
済
分
析
シ
ス

テ
ム
?
の
自
治
体
比

較
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

は
、
分
析
を
し
っ
か
り

す
る
こ
と
で
、
特
徴
あ
る
自
治
体
を
目
指
す
な

ど
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
も
十
分
活
用
で
き
る
と

思
う
。
そ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を
、
本
市
の
今
後

の
発
展
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
。

経
営
企
画
部
長
　
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
で

は
、
現
在
の
人
口
体
系
等
を
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
、
将
来
的
な
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を
視
覚

的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
市
の
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
こ
う
し
た

機
能
を
活
用
し
て
人
口
動
態
等
の
分
析
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
、
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
を

は
じ
め
、
客
観
的
、
中
立
的
デ
ー
タ
に
基
づ
く

政
策
意
思
決
定
な
ど
に
も
活
用
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

環　境

パ
ソ
コ
ン
のリ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
等
を

至誠自民
クラブ

質 問 者

荻野　泰男
	 議員

　

家
庭
系
の
パ
ソ
コ
ン

の
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て
、
他
の
自
治

体
の
よ
う
に
民
間
事
業

者
と
の
連
携
や
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
回
収
の
拡
大

な
ど
も
含
め
、
さ
ら
に
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長
　
現
在
、
市
民
文
化
フ
ェ

ア
に
お
い
て
、
国
の
認
定
を
受
け
た
民
間
業
者

の
協
力
の
も
と
、
小
型
家
電
製
品
も
含
め
た
パ

ソ
コ
ン
の
回
収
を
行
っ
て
い
る
。
利
用
者
か
ら

は
好
評
で
あ
り
、
今
後
に
お
い
て
も
継
続
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
回
収
等

の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
他
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
実

施
で
き
る
か
可
能
性
を
探
る

と
と
も
に
、
先
進
自
治
体
の

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、

調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

街づくり

生
活
困
窮
者
の

住
宅
支
援
等
に
つ
い
て

日本共産党

質 問 者

小林　澄子
	 議員

　

若
い
人
も
、
独
立
し

て
生
活
す
る
に
は
、
賃

金
が
低
く
て
民
間
の
家

賃
は
大
変
な
負
担
だ
と

言
わ
れ
て
い
る
。
家
賃
補
助
制
度
や
市
営
住
宅

の
増
設
、
借
り
上
げ
を
増
や
す
計
画
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

街
づ
く
り
計
画
部
長
　
民
間
賃
貸
住
宅
の
入

居
者
へ
の
家
賃
補
助
や
借
り
上
げ
住
宅
の
拡

大
は
、
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
る

と
、
国
等
か
ら
の
補
助
金
の
対
象
外
と
な
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
な
修

繕
、
耐
震
化
を
実
施
し
、
市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク

の
有
効
活
用
、
長
寿
命
化
を
図
り
管
理
運
営
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
は
増
設
の

計
画
は
な
い
。

基　地

基
地
返
還
後
の跡

地
の
構
想
に
つ
い
て

日本共産党

質 問 者

平井　明美
	 議員

　

市
と
し
て
米
軍
所
沢

通
信
基
地
返
還
後
の
跡

地
構
想
を
市
民
に
知
ら

せ
、
再
度
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
る
な
ど
、
基
地
返
還
運
動
を
盛
り
上
げ
る

一
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
行
う
こ
と
に
つ
い
て

ど
う
か
。

経
営
企
画
部
長
　
米
軍
所
沢
通
信
基
地
の
全

面
返
還
は
強
く
願
う
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ま
ず

は
東
西
連
絡
道
路
の
確
実
な
完
成
に
向
け
て
努

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
東

西
連
絡
道
路
が
開
通
し
た
と
き
に
は
、
報
道
や

市
民
の
方
が
実
際
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
返
還
に
向
け
た
機
運
が
高
ま
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
、
粘
り
強
く
、
基
地

全
面
返
還
に
向
け
た
取
り
組
み
を
所
沢
市
基
地

対
策
協
議
会
と
と
も
に
進
め
て
い
く
。

防　災

土
砂
災
害
警
戒
区
域
へ
の情

報
伝
達

公明党

質 問 者

村上　　浩
	 議員

　

避
難
勧
告
等
の
発
令

が
さ
れ
て
も
、
実
際
に

当
該
区
域
に
住
ん
で
い

る
住
民
の
危
機
意
識
と

い
う
問
題
は
非
常
に
大
事
だ
と
思
う
。
的
確
な

情
報
の
発
信
と
区
域
の
住
民
の
的
確
な
行
動
が

セ
ッ
ト
で
機
能
し
な
い
と
安
全
は
確
保
さ
れ
な

い
。
当
該
区
域
住
民
と
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

危
機
管
理
監
　
住
民
の
円
滑
な
避
難
に
お
い
て

は
、
情
報
伝
達
と
意
識
啓
発
の
両
面
が
不
可
欠

? 地域経済分析システム（RESAS）･･･ 経済産業省が開発した、産業構造や人口動態、人の流れなどに関するビッグデータを集約して
分析し、地図上に色分けして表示するなど可視化できるシステム。産業・観光・人口・自治体比較の４つのマップで構成。
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と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
各
地
区
の
説
明
会
に

お
い
て
も
、
避
難
の
重
要
性
や
方
法
に
つ
い
て

説
明
を
し
て
い
く
。
ま
た
、
防
災
行
政
無
線
な

ど
に
よ
り
情
報
発
信
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

当
該
区
域
の
住
民
に
避
難
勧
告
等
の
情
報
を
確

実
に
伝
え
る
た
め
に
、
自
治
会
長
等
を
通
じ
て

連
絡
を
す
る
ほ
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
本
人
宅

へ
電
話
す
る
な
ど
し
て
、
適
切
な
避
難
行
動
が

と
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

教　育

給
食
の
食
べ
残
し
と
リ
サ
イ
ク
ル

至誠自民
クラブ

質 問 者

秋田　　孝
	 議員

　

学
校
給
食
は
、
児

童
・
生
徒
の
成
長
に
欠

か
せ
な
い
部
分
で
あ
る

一
方
、
食
品
ロ
ス
を
少

な
く
す
る
こ
と
は
、
環
境
に
も
優
し
い
こ
と
で

あ
る
。
発
生
し
て
し
ま
っ
た
食
べ
残
し
を
い
か

に
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
課

題
で
あ
る
。
今
後
、
教
育
委
員
会
だ
け
で
な
く

環
境
ク
リ
ー
ン
部
と
も
連
携
し
な
が
ら
さ
ら
な

る
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

学
校
教
育
部
長
　
給
食
の
食
べ
残
し
を
減
ら
す

こ
と
に
つ
い
て
は
、
マ
チ
ご
と
エ
コ
タ
ウ
ン
所

沢
構
想
の
「
も
っ
た
い
な
い
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
重
点
事
業
で
あ
る
食
品
ロ
ス
ゼ
ロ
の
ま
ち
促

進
事
業
の
一
つ
と
し
て
示
し
、
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
も
関
係
部
署
と

の
連
携
を
図
り
な
が

ら
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

①市議会のホームページからのご回答
下記ＵＲＬから、または右側の二次元バーコードを読み込み、
回答フォームを開き、画面の指示に従ってご回答ください。

http://www.city.tokorozawa.saitama.jp/shigikai/oshirase/chosa.html
②アンケート用紙でのご回答
アンケート用紙は、議会事務局（市役所低層棟３階）および各まちづくりセンターに置いてあります。
ＦＡＸ、郵送のいずれかの方法でお送りください。議会事務局にご持参いただいても結構です。
多くの市民の皆さんのご協力をお願いします。

　広聴広報委員会では、よりわかりやすく読みやすい市議会だよりの発行を目指し、市議会だよりの
課題等の抽出をワークショップ形式により行うなど、改善に取り組んでいます。

ところざわ市議会だより
アンケート調査にご協力ください

日ごろより「市議会だより」をご愛読いただきありがとうございます。
今後の紙面作りの参考のため、「市議会だより」のアンケート調査を実施します。
回答は、次の①、②のいずれかの方法でお願いします。

アンケートの提出期限：平成 27 年 11 月 30 日（月）

▲ 8 月 25 日開催、広聴広報委員会の様子（ふせん紙を使った課題等の抽出）
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市議会ココ 3か月
10日～ 12日 健康福祉常任委員会視察
 17日 総務経済常任委員会視察
 18日 議会運営委員会
 19日 市民文教常任委員会視察
 24日 議会基本条例改定に関する特別委員会
 25日 議会運営委員会
  広聴広報委員会
９月１日～９月2５日  第３回定例会

8月

15日～ 16日 総務経済常任委員会視察
15日～ 17日 市民文教常任委員会視察
 17日 建設環境常任委員会
 21日 広聴広報委員会視察
 23日 議会運営委員会視察
 30日 議会基本条例改定に関する特別委員会
  広聴広報委員会

7月

総務経済常任委員会
⃝長岡京市の災害用マンホールト
イレ整備事業、相生市の子育て応
援都市宣言について、それぞれ視
察しました。

⃝豊島区の新庁舎整備事業につい
て視察しました。

市民文教常任委員会
⃝苫小牧市の「苫小牧市民文化芸
術振興条例」、幕別町の二次元カ
ラーコード(カメレオンコード)を活
用した図書館運営、釧路市の「釧
路市の子どもたちに基礎学力の習
得を保障するための教育の推進に
関する条
例」につ
いてをそ
れぞれ視
察しまし
た。

⃝狭山市の入曽駅西口開設につい
て視察しました。

健康福祉常任委員会
⃝呉市の地域総合チーム医療、豊
中市の若者支援相談窓口・若者サ
ポートステーション、吹田市のこ
ども発達支援センター、枚方市の
産後ケア事業について、それぞれ
視察しました。

建設環境常任委員会
⃝廃棄物の減量・資源の循環につ
いての「所沢市東部クリーンセン
ターストックマネジメント計画の
概要について」を審査しました。

議会運営委員会
⃝寒川町のＩＣＴ ? 導入の取り組
みについて視察しました。

広聴広報委員会
⃝羽村市の市議会だよりについて
視察しました。

△幕別町

閉会中の議会活動 ※委員会の会議録および視察概要は、市議会ホームページの
「委員会の活動」でご覧になれます。

◁豊島区 ◁枚方市

◁寒川町△東部クリーンセンター △羽村市

◁釧路市

▷長岡京市

▷吹田市

? ICT（Information and Communications Technology）…情報処理および情報通信、コンピュータやネットワークに関連する諸
分野における技術・産業・設備・サービスなどの総称。
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11 P12クロスワードパズルの解答：タテのカギ1.トウロン2.リンジカイ3.ホウコク　ヨコのカギ2.リジ4.ロクジュウ5.テイソク
◎マスコットキャラクターの頭にある葉っぱについているのは、テントウ虫です。

所沢市議会65周年記念！
広聴広報マスコットキャラクターの名前が決定しました！！

命 名 ： み み 丸
point ③【body】
赤いスカーフはこだわりのト
レードマーク。
胸には所沢市議会65周年
の記念エンブレムが光る。
来年以降のエンブレムをど
うするかが最近の悩み。

羽根のような手はひばりの
手のようだが、空を飛んでい
るところは誰も見たことがな
いとか･･･。

point ①【leaf】
お茶の葉っぱを頭に乗せて
いる。
所沢市内を走る幹線道路の
形を模した葉脈を持つ特別
な葉っぱなのだ。
市役所の位置には相棒のて
んとう虫がしがみついてい
る。

point ②【face】
忍者として様々な仕事をこな
すため、顔を変えることが
できる。噂では、33もの顔
を使い分けるとか…。

【profile】
●生まれたところ：所沢市　●誕生日：11月17日(初議会開催の日)　●年齢：初議会開催の日ということは…･･･
性格：とてもオープン
お仕事：議会を裏で支える自称ひばりの忍者。所沢市議会のことは何でも知っているつもりでいる。このたび、素質を見込まれ
広聴広報部門を担当することになり、表舞台に姿を現すことになった。
今後はHPやSNS、そして市議会だよりなどを舞台に、活躍していきたいと思っている。

たくさんのご応募ありがとうございました。
　前号にて名前を募集しました広聴広報マスコットキャラク
ターについて、全国から合計220点のご応募がありました。
　ご応募いただいたお名前については全議員を対象に一次審
査を、その後、広聴広報委員会にて二次審査を行い、決定し
ました。
　議員数と同じ33の顔を持つキャラクターとして、また広聴
広報委員会設置の目的の一つである「市民の声を聴く」こと
の象徴として、これからさまざまな場面で活躍していきます！ 一次審査を通過した名前候補
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今
年
は
、
戦
後
70
年
、
市
制

施
行
65
年
、
市
議
会
65
年
の
節

目
の
年
で
す
。
市
民
の
声
に
”み

み“
を
傾
け
、
市
政
に
反
映
さ
せ

る
私
達
議
員
の
役
割
を
再
確
認

し
て
い
ま
す
。

　
来
年
７
月
参
議
院
議
員
選
挙

よ
り
、
選
挙
権
が
18
歳
か
ら
に

な
り
ま
す
。
若
者
の
政
治
的
無

関
心
が
い
わ
れ
ま
す
が
、
声
を

上
げ
始
め
た
若
者
達
の
声
に
も

し
っ
か
り
”み
み“
を
傾
け
な
く
て

は
と
思
い
ま
す
。 

（
小
）

次 の 定 例 会 は 12 月 １ 日 か ら の 予 定 で す 。
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所沢市議会－おもな内容－

◆９月定例会のおもな内容 ････････････････････････････Ｐ2～4
◆市政に対する一般質問、市議会だよりアンケート調査･･･Ｐ5～9
◆閉会中の議会活動 ほか････････････････････････････････Ｐ10
◆特集　広聴広報キャラクター名が決定しました ･･････････Ｐ11
◆議会報告会開催のお知らせ ほか････････････････････････Ｐ12

命名！「 みみ丸 」！！
（11ページをチェック！）

タテのカギ
1. 本会議で採決の前に議案に対する賛成か反対かの意見を表明すること
2. 定例会のほかに必要があるとき、臨時に招集される議会のこと
3. 委員長は委員会での審査結果や調査経過などについて、本会議で委員長
○○○○します

ヨコのカギ
2. 議会で説明者として出席する市の行政を執行している人達を、○○者と
呼びます

4. 所沢市議会の一般質問の質問時間は答弁も含め何分以内？
5. 議会が会議を開くために必要とされる出席議員の数　○○○○数
（解答は 11ページ）

クロスワードパズル（議会用語編）
広聴広報マスコットキャラクターの頭にある葉っぱについているものはなあに ?
ヒント：クロスワードの の部分を並べ替えるとわかるかも。○○○○虫。
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